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School of Tomorrow A.C.E.モデルスクール Since 2004 
 
 
 

 

レイモンド学園だより No28 
                               2010 年４月 15 日 

「あなた方は知らないのか。聞いていないのか。主は永遠の神、地の果てまで創造された

方。疲れることなく、たゆむことなく、その英知は測り知れない。・・・主を待ち望む者は

新しく力を得、鷲のように翼をかって上ることができる。走ってもたゆまず、歩いても疲

れない。」イザヤ書 40：28，31 

 
らしい年度が始まりました！ 皆様の篤いお祈りとご支援に支えられて、7 年目

を迎えました。すでに入学式を終え、新一年生を 5 人迎え、クラス替えもなされ、

新たな思いで主を待ち望み、新しい力を得て、鷲のように空たかく舞い上がりたいと

願っています。 
 レイモンド学園のセレモニーの中でよく歌われる曲に｢主イエスの弟子よ｣という賛

美があります。 
♪あたらしい扉が 音を立てて開く 
何かが起こる 神のみわざ始まる 

          たった一度のこのいのち 愛する方にささげ 
思い切り燃やせ 思い切り燃やせ 

          世界を走り回れ 主イエスの弟子よ 
世界に宣べ伝えよ 主イエスの弟子よ♪ 

 
昨年度初めての卒業生を 2 人送り出し、ひとつの幕が下りました。そしてこの 4 月、

新たな幕が上がり、新しい何かが起こり神様のみわざが始まる思いがします。神様の

導かれた教師、生徒一人ひとりに神様の深いご期待とご計画があることを思うと、心

が燃え上がります。計り知れない英知をお持ちの主が私たちを導かれます。その主の

力により、聖霊の風に乗って羽ばたいていきたいと願います。皆様のお祈りを心から

感謝いたします。 
レイモンド学園 伊東美穂 

新 
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【報告】 
1 月 8 日(金）Honor Roll Trip to としまえん 
快晴の下、ほとんど貸し切り状態の遊園地に絶叫が響き渡

りました。それでも皆、病みつきになって、何度も挑戦して
いました。 
 
 

1 月 15 日(金) Richard さん Hazuki さんご夫妻をお迎えして 
 レイモンド学園設立前からずっと祈って下さっていた山田葉月さんと
ご主人のリチャードさんが 3 回目の訪問をしてくださいました。以前大
きなやけどをされたリチャードさんの為に生徒たちは何日も祈り続けま
した。お元気になられたリチャードさんにお目にかかれて、また一日ス
ーパーバイザーとして労してくださったことに、みな大喜びでした。記
念に「時報のなる時計」が各ラーニングセンターに贈呈されました。 

 
1 月 29 日(金) Field Trip to ANA 
羽田空港で飛行機の離陸の様子を眺めながらお弁当を食べ、

その後、全日空の機体整備工場を見学しました。普段なかなか
見ることのできない裏方のお仕事を知ることができました。 
 
2 月 19 日(金) Field Trip to 地球博物館 
 小田原市の「生命の星・地球博物館」を見学しました。地球を考え、神奈川の自然を
見て、触れて、体感することができました。往復のドライブも楽しいひとときです。 
 
3 月 10 日(水) Honor Roll Trip to ナンジャタウン 
 サンシャイン 60 の下にある、屋内遊園地へ行ってきました。体験型アトラクション
を楽しみ、餃子スタジアムで 4 種類の餃子に舌鼓を打ちました。 
 

3 月 12 日(金) 第１回レイモンド学園卒業式・終業式 
 高橋真菜さんは3年間、本城亜利架さんは5年間の学びを終えて、
無事にレイモンド学園を卒業されました。高校卒業資格認定試験を
受けて合格し、大学入学がかなった高橋さん。Lighthouse Christian 
Academy の高校単位を取得し、日本の大学進学がかなった本城さん。
まったく違うコースを辿った 2 人の生徒を、第 1 回卒業生として送
り出せたことは、まさに神様のみわざであり、恵みでした。深い感
動と神様への感謝にあふれた卒業式でした。To God be the glory! 
 

３月 22 日(月)～26 日(金) 第 7 回スーパーバイザーズ・トレーニング 
 今年で 7 回目になる ACE スーパーバイザーズ・トレー 
ニングが行われました。今年はこれまでの中で最も参加者
が多く、15 名の方が日本各地から参加されました。旭川
(1 名)、仙台(1 名)、埼玉(1 名)、東京(４名）、横浜(4 名)、
新潟(4 名)でした。沢山のホームスクーラーの方が参加さ
れたのも今年の特徴でした。ACE スクールも現在日本に
7 校となりました。主にある教育の為に立ち上がる方が多
く起こされています。レイモンド学園がそのような方のた
めに用いられていることに畏れと驚きを抱きます。これか 
らも主の御心と一つとなって、主に信頼される学園であり 
たいです。 
 



 3

４月 7 日(水) 第 7 回入学式・始業式 
 幼稚園から高校生まで、25 名の生徒と、8 人の
フルタイムの教師で新年度をスタートしました。 
第 1 回目の入学式から列席下さっているレイモン
ド・シェルホン先生の奥様、美智子・シェルホン先
生がおいで下さり、私たちの為に神様の祝福をお祈
りして下さいました。また、横浜ジョイバプテスト
教会の牧師先生であられ、御教会から 5 名のお子さ
んを学園に送って下さる石田政美先生より、お祝い
の言葉を頂きました。わかりやすく楽しいお話しで、
生徒たちに励ましとお勧めをくださいました。多く
の方の祈りと愛に包まれ、幸いな式となりました。 
 
 
【今月のテーマ】 
１月 Available(役にたつ)：自分の思いよりも、他者の思いを優先する。 
みことば：｢イエスは、そこを去って道を通りながら、収税所にすわっているマタイと

いう人をご覧になって、「わたしについて来なさい」といわれた。すると彼は立ち上が

ってイエスに従った。｣マタイ 9：9 
 
2 月 Committed（献身的な）：主に私の生活のコントロールを明け渡す 
みことば：｢あなたの道を主にゆだねよ。主に信頼せよ。主が成し遂げてくださる。｣

詩篇 37：5 
 
３月 Compassionate （同情心）：見返りを期待しないで、他の人の必要を満たすため

に何でもささげること 
みことば：「あなたがたはみな、心を一つにし、同情し合い、兄弟愛を示し、あわれみ

深く、謙遜でありなさい。」Ⅰペテロ 3：8 
 
【生徒の提出したレポートより掲載】 
「役に立つ」（小学生） 

に立つとは、神様によい心でつかえるという意味です。 
私が役に立つと思う人は、教会の友達です。その友達は、日曜学校の先生のため

に｢僕がお祈りする｣といって、祈ってくれたからです。 
聖書の中でお祈りによって役に立つことを教えている箇所は、使徒の働き 12 章 11

節，12 節です。「こうしてペテロは牢に閉じ込められていた。教会は彼のために、神

に熱心に祈り続けた。そのとき、ペテロはわれに返って言った。「今、確かにわかった。

主はみ使いを遣わして、ヘロデの手から、また、ユダヤ人たちが待ち構えていたすべ

ての災いから、私を救い出して下さったのだ。」こうとわかったので、ペテロは、マル

コとよばれているヨハネの母マリヤの家へ行った。そこには大勢の人が集まって、祈

っていた。」 
これらの聖書の箇所を通して私が教えられたのは、ペテロのために熱心に教会やマ

ルコの母マリヤと大勢の人たちが祈っていたように、私も神様のために働く人のため

に役に立てるように、お祈りをしたいということです。 
 
 

役 
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「Attentive」（高校生） 
の神様のご性質は、私が日ごろから努力していることの一つです。チャペルのと

き、「み言葉は私たちの食事と同じ、何度もかんで味わうことが大事、聖書を読

むときも理解できるようになるまで繰り返し読むことが大事｣という内容のメッセー

ジでした。このメッセージは私の心に突き刺さりました。日々の生活の中で聖書を読

むということに対しての意識が薄れていたからです。 
 私は、注意深くいる人ほど、神様に対する信頼や信仰が強いのではないかと思いま

す。なぜなら、しっかりと確信を得るまで祈ったり、調べたりするからです。聖書の

中でベレヤにいたユダヤ人も同じようにして、聖書を調べ、確信を得た後、神様を信

じました。注意深くあることは、神様との関係を深めさせてくれるものだと思います。 
 私の祖母は、いつも祈りをもって語っていました。どんなに些細な会話にも、神様

の導きの通りに話していたように思えます。祖母には、当時私を含め 13 人の孫がいま

した。祖母との関係は、幼いときよりも中高生になってからの方が深まっていきまし

た。特に私の妹に対して、祖母はいつも注意深く対応していました。何かあるたびに

連絡をこまめにしていたように思えます。私たちが泊まりに行けば、聖書を開き、語

り、そしてともに祈りました。当時は、妹も私も嫌々ながらの参加でしたが、祖母が

亡くなった今となっては、とても感謝すべきことだということを実感しています。な

ぜなら、祖母は人に対して、神様に対して、どう注意深くあるべきかを、身をもって

表してくれたからです。 
 私は祖母のように、いつも神様に祈りやみことばを通して触れていたいと思います。

理解するまでみことばを読み、神様を信じますと告白したこの口を汚すことのないよ

うに、神様のご栄光のために日々注意深くありたいです。 
 

あなたがたは、わたしの声に耳を傾けて聞け。 
わたしの言うことを、注意して聞け。イザヤ 28：23 

 
【お知らせ、祈りのリクエスト】 
＊ミゲル先生が4月5日に再来日されました。

7 月 2 日にメキシコに帰国されます。先生

のご奉仕に感謝します。祝福と将来の導き

のためにお祈りください。 
＊ 9 月以降の外国人教師のために。グロリ

アさん（メキシコ）ディムさん（インド・

ベッキー先生の後輩）のビザ申請のために

手続きしています。神様の守りと速やかな

交付のためにお祈りください。 
＊3 月に卒業された高橋真菜さん、本城亜利
架さんの学びが祝され、信仰が守られます
ようにお祈りください。 

＊教師と生徒の健康が支えられ、主にある訓練や学びに集中できますように。 
＊新 1 年生、岩永あかりさん、崎山忍君、高橋伊吹君、田村和輝君、山下光君が学園生
活に早くなじみ、落ち着いて学びが出来ますようにお祈りください。 

＊ＡＣＥジャパンの働きが神様によって用いられますように。ACE に関心を持つ方が
増えています。ACE スクールも 7 校になりました。(札幌、旭川、横浜(2)、東京、新
潟、博多)日本の青少年の為に、主にある教育が、なお広められていきますようにお
祈りください。 

こ
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